
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この学校だよりは、本年度一色郷栄会様より寄贈していただいたカラーレーザープリンターで印刷しています。 

 

「産業文化祭のアーチが楽しみだなあ。」 

「最後の仕上げに緑のビーズを入れ忘れないように

気を付けようね。」 

           雨の日が続く９月上旬、４・５・６年生は、風車づくりに夢

中です。 

 １０００セット分の材料を綱山五徳会様よりいただきました。ご家庭でも話題に

していただこうと考え、風車部分の切りぬきをご協力いただきました。北郷地

区の他団体と合わせ２０００個の風車が、１１月３日の産業文化祭アーチを飾るそ

うです。色とりどりの風車が迎えてくれる会場へ、多くの方々が集まる文化祭

になるといいですね。 

 ７月から９月にかけて、北郷地区夏祭り・角取神社奉納子ども相撲大会・保護者

の皆様によるプール監視当番・ＰＴＡ親子奉仕作業・北郷地区区民体育大会・北

郷地区あいさつ活動、さらに、ラジオ体操や地区ごとの行事など、夏休みなら

ではの体験や子どもたちの活躍の場、多くの方々とのふれあいの場を設けて

いただきました。また、声を掛けていただくことや見守っていただくことも多か

ったと思います。保護者の皆様、地域の皆様ありがとうございます。 

 ９月に入り、読み聞かせの会・新体力テスト・校内陸上記録会（全学年）・合唱練

習（４年）稲刈り体験（５年）・修学旅行（６年）など、 

一人一人の成長が楽しみな学校生活が続きます。 

「４月から今までの伸び」「１年前の自分自身と比べた 

伸び」など、一人一人の子の伸びや努力へ目を向けて、 

認め合い励まし合う実りの秋にしたいと考えています。                             

  

校長  藤田 貴久 
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区民体育大会  8/24 

金太郎と共に授業開始 8/27 

バスの乗り方教室 ２年生 

 

引き渡し訓練 7/1 
 ９月５日土曜日、昨年に引き続き、 
シルバー人材センター北郷支部の皆様 
による校内美化活動が行われ、たくさん
の方々にお世話になりました。 

力山の木の剪定や、体育館周りの除 
草作業などをしていただき、北郷小が 
大変きれいになりました。普段なかな 
かできない植木の手入れや、伐採した 
枝葉の処分までしていただきありがと 
うございました。 
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 今年度、北郷小学校が、「全国みどりの少年団連盟賞」を受賞
し、北海道当別町道民の森で行われた交流大会に参加しました。
その中で、代表の池谷佳紀さんと坂本崇弥さんの発表の一部を紹
介します。 

これから、北郷小緑の少年団の活動について発表します。 

活動発表の前に、ぼくたちが通う北郷小学校のある、静岡県駿

東郡小山町について簡単に紹介します。小山町は、静岡県の北

東の端に位置し、山梨県と神奈川県との県境に位置しています。 

町内には、世界文化遺産に指定された富士山、金太郎で有名な

足柄山があり、お隣 神奈川県の箱根山系も望むことの出来る、

大変自然豊かな土地です。学校の周りには、富士山の伏流水を

活用した水田が広がり、春から秋にかけては稲の栽培、冬の間は

「水かけ菜」という、おひたしや、漬け物にするとおいしい、菜の

花に似た作物を育てています。このように、小山町は、富士山を

はじめとした周囲の自然の恵みと共にあり、ぼくたち北郷小学

校の子どもたちは、雄大な富士山に見守られながら、毎日の生

活を送っています。 

北郷小緑の少年団は、毎年 6年生が団員となり、NPO法人「北

郷創林隊」の方々のご支援を受けて活動しています。平成 13 年

に結成され、今年で 1５年目を迎えました。 

ぼくには兄がいますが、兄も小学校 6 年生の時に緑の少年団

の活動に参加していました。兄の様子や、今までの先輩の様子

を見ていて、「少し大変そうだけど、楽しそうだな。」と感じてい

ました。それと同時に、「6 年生と言えば緑の少年団」とも感じ

ており、北郷小学校の伝統として息づいています。(中略) 

平成 22 年 9 月 8 日、小山町を大雨による水害が襲いました。

川が氾濫し、田んぼに土砂が流れ込み、土砂崩れや床上浸水

（ゆかうえしんすい）等、多くの被害が出て、激甚災害（げきじん

さいがい）の指定も受けました。自分たちの身の回りでこのよう

な災害が起こったことは、とてもショックでした。 

最近ゲリラ豪雨と呼ばれる大雨が多いですが、山を育て、この

ような大雨による土砂災害の発生を防止する意味でも、緑の少

年団の活動は大切だと感じています。 

 

 

 


